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 ＩＣカード受講証の導入とその活用  

********************************************************************** 

戦略的大学連携支援事業への申請を考える中で、生涯学習講座でＩＣカード

を利用した受講システムを導入するのはどうだろうかという声から、その検討

は始まりました。大学の学生証に値するひろしまカレッジ受講証をＩＣカード

化し、生涯学習講座の受講時に利用し、さらに、地域との連携にも使用したい

と考え、導入することになりました。  

広島地域では、ＪＲのＩＣＯＣＡや広電やバスのＰＡＳＰＹなどの利用が開

始されたことで、急速にその認知度は高まり、ＩＣカードはやっと特別なもの

ではないという感覚を持てるようになってきました。ご存じのとおり、このカ

ードには記憶領域があり、電子マネーであれば残高や会員証であれば会員番号

などを記憶させておき、それらを使ったサービスを展開しています。  

 今回発行するひろしまカレッジ受講証は、各講座の出席時に利用します。受

講生は講座へ出席するたびにこの受講証を読み取り機にかざし、出席確認を行

います。これまで手動で行われてきたこの作業を、情報機器を利用して行うこ

との意味は大きいと考えています。出席確認時間の短縮という点ばかりでなく、 

本人認証という点でも重要なものとなります。さらに、得られた出席確認情報  

は電子化されているため、後の処理もしやすいという特徴もあげられます。  

ただし、この便利に見える受講証も、持参するのを忘れたり、紛失したりする  

と、逆に大きな問題となります。この点については、実際の運用で対応できる  

ようにある程度事前に準備をする必要があるでしょう。また、今回のＩＣカー  

ド受講証では、受講証自身には必要最低限の情報のみを格納し、残りの重要な  

情報はすべて、情報を一括管理するサーバコンピュータに蓄積しています。こ  

のような仕組みを採用することで、万が一紛失したとしても、重要な情報が流  

出してしまうことを防ぐばかりでなく、再発行を容易にしています。  

 また、今回受講記録を電子化したことによって、受講生は自身の受講記録な

どを、ブラウザを利用して閲覧することができます。このシステムを利用する

ことで、これまで受講した講座名や現在受講している講座の出席状況などを確

認することができます。これは、今後、講師と受講生、また、受講生同士のコ

ミュニケーションの場にもなっていくと考えています。また、今後展開される

であろう、複数の講座を分野横断的に受講した受講生への修了証の発行などの

場面にもその威力を発揮すると期待しています。  

 最後に、今回のＩＣカード受講証は、ちゅーピーくらぶと連携することによ

って、その利用を生涯学習講座のみに限らず、地域との交流にも利用していき

たいというメッセージが込められています。平成２１年度から、いよいよＩＣ

カード受講証とそのシステムが稼働します。受講証のＩＣ化で便利になった部

分をぜひ活用していただき、今後の発展にお力添えをいただければ嬉しいです。 

（広島工業大学教授  長坂康史）  
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  進  捗  状 況  
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 12 月 25 日に事務局の移転も終え、来年度の実施に向けて具体的な計画策定

に追われています。  

ＩＣカード受講証の責任者・広島工業大学の長坂康史教授に多くの時間を割

いていただきました。「ひろしまカレッジ」の受講証のデザインは戦略連携運営

委員の投票で決定しました。ひろしまカレッジのパンフレットの作成・携帯メ

ールマガジンの準備を進めています。  

高大連携遠隔授業はサーバ構築を終え、備北地区の高校および大学側の遠隔

授業の動作環境をこれから確認します。2 月 17 日には遠隔授業担当責任者・広

島女学院大学の中田美喜子准教授に大学と高校を結んで模擬授業をしていただ

き、同時に遠隔授業説明会を開催いたします。  

 1 月 12 日に横浜で開催された「大学教育改革プログラム合同フォーラム」の

ポスターセッションに参加しました。本事業のブースには 90 人もの方々が来場

され、内容説明や今後の事業運営について意見を交換しました。  

 今後とも皆様のご協力をえながら進めていきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。（事務局）  
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  会  議  報 告  
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12 月 13 日 (土 )～ 14 日(日)  

第５回大学コンソーシアム研究交流フォーラム（名古屋大学）                                               

12 月 15 日 (月）17 時～   

第３回戦略的大学連携運営委員会(広島市青少年センター）                                   

 1 月 12 日 (月 )  

大学教育プログラム合同フォーラムポスターセッション（パシフィコ横浜）          

 1 月 19 日 (月）17 時～   

第４回戦略的大学連携運営委員会(広島市青少年センター) 
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  お  し  ら せ  
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◆高大連携遠隔模擬授業・説明会の開催  

 日時：2 月 17 日（火） 16 時～18 時  

 場所：広島女学院大学 ソフィア 2 号館  

 内容：遠隔デモ授業（三次高校に配信）・説明会・質疑応答  
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※御意見，御要望，御感想を，お気軽にメールでお寄せください。  

※等幅（固定幅）フォントでご覧ください。  

※お預かりする個人情報は，適切に管理し，承諾なく上記の目的以外に利用す

ること，第三者に開示することは一切ありません。  

※内容の無断転写を禁止します。  


